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研究成果の概要 

2023年度は、超高分解能土地被覆地図作成に関する研究に取り組み、以下 3つの項目を実現した。 

１）コンピュータグラフィックスと生成モデルの融合により、土地被覆地図作成や建物変化検出のため

の大規模合成リモートセンシング画像データを構築した。この合成データと既存の実データと組み合

わせて使用することで、土地被覆地図作成や建物変化検出において高い汎化性能を実現した。 

２）1時期画像のみを使用して土地被覆の変化を検出する機械学習モデルを効果的に学習するためのデ

ータ拡張手法を開発した。この手法は、土地被覆変化検出のベンチマークデータにおいて最先端の性能

を実現し、従来は必要とされていた 2 時期のリモートセンシング画像の収集と変化に関するラベル付

けのコストを大幅に削減した。 

３）2022 年度に構築した OpenEarthMap データを基に、日本全域の超高分解能土地被覆地図を作成し

た。従来比で空間分解能を 20倍改善し、国スケールのサブメートルレベルの土地被覆地図作成を世界

に先駆けて実現した。 
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